
 

 

  





当院における透析患者の包括的重症下肢虚血肢におけるチーム医療

(医 )康仁会 西の京病院 心臓・ 下肢動脈センター 1

同 血管外科センター 2

同 透析センター 3

同  臨床工学科4

○名方 剛呵

辻本 大輔1 葛井 総太郎2

野口 幸4 山岡みゆき3

吉岡 伸夫 4

Key Word転 包括的重症下肢虚血肢 透析患者 チーム医療

透析患者は動脈硬化の進行が速く、下肢虚血が悪化しやすい。早期の診断と多角的な治療

が不可欠である。当院では、透析患者における包括的重症下肢虚血 (cL■ )に対して、

患者の治療成績と生活の質 (QOL)を 改善するため、包括的なチーム医療体制を整備し

た。当院では、腎臓内科、血管外科、循環器内科、看護師 (透析、外来、病棟 )、 理学療

法士、栄養士で構成し、患者の全身状態、血流再建の可能性、創傷ケア、リハビリ方針を

包括的に検討を行つた。下肢潰瘍を呈した患者を循環器内科と血管外科がゲートキーパー

となり、虚血の関与を精査し、下肢血流の評価や創傷の状態に応じた血流再建術の適用、

創傷管理方法を調整。また、精尿病管理や生活習慣指導を含めた多方面からの支援も行

い、合併症リスクの低減と歩行能力の維持を図つている。これにより、切断率の低下、入

院期間の短縮、QOL向上に努力している。当院での透析患者に対する CLTI管理における

当院のチーム医療の実践例とその効果について報告する。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


